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（青木院長：以下A）

　神父様、本日はお

忙しいところありがと

うございます。

　おかげさまで現在

病院は非常に穏やか

な運営が出来ており

ます。病院と言いますと一般の方は「急性期」を思い浮かべ

がちですが、当院は「慢性期」の病院ですので、どちらかと

言うと人生の最後を“軟着陸”して頂く、そのような考え方

で運営しております。私たち俗人は「死」についてタブー視

する傾向があります。今日は神父様のお話を伺って、その辺

りをもう少しきちんと考えたいと思います。

（冨田神父：以下T）

　テーマとしては、「病院とカトリック精神の交差点」という

観点から考えてみたいと思います。

　つまり、人間は「死」だけでは終わらない、という“まな

ざし”です。医療という立場から考えるともちろん死なないよ

うにするのが第一ですけど、死が近づいている方の場合、人

間は「死」だけでは終わらない、そのことが今を生きる希望

につながる、そう考えます。人が神を必要とするのはこの

「死」が見えてきた時で、むしろ健康で元気なうちは必要とさ

れないのでしょう。そういう意味では終わりが見えてから宗教

の領域が出て来るのだと思います。

（Ａ）　なるほど確かにそうですね。私たちは突然亡くなると

いうことは少なくて、徐々に具合が悪くなって、2，3年かけ

て亡くなる方が多いです。そして寝たきりに近いかたちになっ

てきた時そう感じるか、そこが大事なのだと思います。

（Ｔ）　私は神父としてキリスト教の話をしますけれど、必ず

しも患者さんが信者さんとは限らない。ですから私の話がそ

の方にとってどれほどの慰めになるのかはわからないのです。

そこに難しさがあります。ただ言えるのは、そういう不安とか

苦しみとかが意味のないものではない、そこを信じることが

出来れば前を向いて生きていけるのだと思います。

（Ａ）　人は例外なく皆死ぬわけですが、その橋渡しと言う

か、どのような橋渡しが出来るのが良いか、医師としてその

答えを出すのは難しいと感じます。これはやはり神父様のよ

うな宗教者の領域なのだと思います。

（Ｔ）　カトリックの面白いところは、いのちではなく魂を優先

させるというか、極端に言えば「死んでもＯ.Ｋ.」というと

ころがあると思います。だからカトリックは「どう死ぬか」が

大事で、一方医療は「どう生きるか」かが大事なのだと思い

ます。だから終末期の医療を考えた時、どのようにしてカト

リックと医療が重なってくるのだろう、と考えます。私も正直

分からないのですが…。

（Ａ）　やはり死ぬのは「肉体」であって、「私」ではない、

ただ肉体が痛い、苦しいというのは避けたいと思います。

（Ｔ）　「私のカラダ＝肉体」と「私」が違うというのは難しい

ですよね。私のカラダも私なんですよね。

  私たちは痛みを感じた時、カラダの痛みだけとは割り切れ

ないものもある。それゆえにカラダの尊厳があって、だから

カトリックの神父さんが病院を作ったというのもそういう魂も

大事だけれどカラダも大事、と考えられたからではないかと

思います。そう考えると医療と宗教は決して矛盾するもので

はない。ただ力点の置き方によってそれぞれの良さが出たり

出なかったりということはあると思います。

（※次号につづく）

ひとから真に求められる『心のケア』を考えます
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〈作者より〉
たくさんの方に見て頂き嬉しく思います。新作・田んぼの風
景〈かぜかおる〉を描き終えました。

「マルゴの世界」

病棟の廊下を抜けるとそこは春の風景　
いつもの会議室が　ギャラリーマルゴの世界となった
クラシックの音の流れの中　ぽつぽつと訪れる人
ゆっくりみる　さらっとみる　話しながらみる　
そうなんだ　好きでいいんだ　
春夏秋冬の絵画の光が　病院の空気に溶けて　私の身体を通り抜けた

看護部長　窪田 由佳

柳町氏の絵画展の開催報告柳町氏の絵画展の開催報告
入院患者さん
の感想
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　2024年の12月から、パステル画のボランティアをさせて
いただいております。病院で絵を描くのは初めての経験です。
　階段や通路にはたくさんの絵が飾られており、お部屋へ伺う
までに私の呼吸が整うのを感じます。いつも3人の方と絵を描
くのですが、たった6色で描いているとは思えないような、そ
の方の人生の深さやこれまでの足跡が美しい色合いとなって現
れます。はじめは何をしているのかと不思議そうな顔をされて
いた方も、出来上がったご自身の作品を見て笑顔になられるの
が、私の癒しにもつながっています。職員のみなさんもお手伝
いくださったりお声がけしていただき感謝しています。

パステル画ボランティア　椎谷 郁子

みなさんの描く絵に
癒されて…

新企画
『コラム“病棟の日常”
パステル画ボランティア

さんの紹介』

　私は新ユニフォームの選定の取りまとめをさせて頂きました。
　選定までには、決選投票となるなど思いがけない場面もありました
が、病棟に華やかな彩りが添えられた素敵な制服となりました。併せて
看護ブログにも新ユニフォームのほか日々の活動や行事などブログを随
時更新しています。ぜひ、ご覧ください。� 事務員　М.N

　新年度より、新しい制服になりました。1年前より色々なタイプの制服を取り寄せ、
投票を行い、上着はポロシャツとVネックのもの2種類に決まりました。ズボンは通常
のものとは違う、裾が細くなったタイプを取り寄せてみたところ好評で、女子のズボ
ンに採用となりました。面白いことに1階はVネック派が多く、2階はポロシャツ派が
多数と好みが分かれ、病棟の個性の違いなのかなと感じました。暑がりの私は憧れのV
ネック派です。これで今年の猛暑も乗り切れそうです。� ケアワーカー　青木 美由紀

　5月の行事食で筍ご飯を提供しました。
　その時々で旬の食材を使い食事を提供しています。今回は春の食材として「筍」を使いました。筍には脳を活性化
するといわれるチロシン（筍に付いている白い結晶）、体の余分な水分を排出する働きをもつカリウム、便通改善や
腸内環境を整える不溶性食物繊維など多くの栄養素が含まれます。
　旬な食材は美味しくて栄養価が高い物が多いです。旬な食材を取り
入れた行事食を提供することで患者様に少しでも季節を感じていた
だけたら嬉しいです。� 栄養科

看護部新ユニフォーム紹介看護部新ユニフォーム紹介

5月の行事食「端午の節句（こどもの日）」「端午の節句（こどもの日）」

筍ご飯、エビフライ、豚肉と大根の味噌煮、とろろ汁、
こどもの日ゼリー

献 立

栄養科
行事食紹介

看護ブログ
QRコード 看護師ユニフォーム

ケアワーカーユニフォーム



令和7年5月15日　第130号

今回はケロイドのお話しです。厳密に言

うと、一般の方が言う「ケロイド」には大き

く分けて2種類あり、真性のケロイドと肥厚性

瘢痕があります。皮膚の傷は、傷が表皮までの

浅い傷であれば痕（あと）も残さず治りますが、真皮からさら

に深い部位まで傷を受けると「瘢痕」という状態になります。

その瘢痕の多くは、当初は赤くても時間経過とともに白っぽく

て少しテカるような痕（成熟瘢痕と言います）になりますが、い

ろいろな要因によって白っぽい痕にならず、赤く盛り上がった

痕になることがあります。傷の範囲に一致して赤く盛り上がっ

ているものを肥厚性瘢痕、傷の範囲を超えて大きく盛り上がっ

た赤い痕（かゆかったり痛かったりします）になったものをケ

ロイドと言います。ケロイドも肥厚性瘢痕も、皮膚の傷の部分

が引っ張られることでできてきます。皮膚が引っ張られる部位

とは、前胸部（呼吸で絶えず動いています）、そして、首、肩甲

骨あたり～上腕～肘、膝～大腿部などのよく動く部位です。ま

た、腹部などのこすれやすい部位も要注意です。そしてケロイ

ドや肥厚性瘢痕ができるところでは“炎症”が続いていること

がわかっています。ですから、傷ができた時、手術で切ったり

した時は、傷が引っ張られないようにテープで固定したり圧迫

したりします。また、炎症が長引かないように、過度の飲酒や

激しい運動、長時間の入浴なども避けましょう。しかし、そう

やってもできてしまう人がいます。ケロイド体質とも呼ばれる

生まれつきの素因、高血圧、そして、妊娠や思春期（性ホルモ

ンが関与）などによるものです。ただ、このような場合でも、早

めに治療を始めて、テーピングなどのケア、悪化要因を避ける

などをおこなうことで、ある程度のコントロールは可能です。

治療としては、副腎皮質ホルモン剤の外用剤・テープ・局所注

射、ヘパリン類似物質外用剤、トラニラストや柴苓湯などの内

服薬、放射線、手術などがありますが、患部や患者さんの状

態にあわせて選択します。治療には時間がかかりますが、悩

んでいる方は皮膚科または形成外科にご相談下さい。

ケロイド

先日熊本に住む弟家族が遊びに来てくれました。

初めましての5歳になる姪っ子は、ひとつひとつのしぐさが愛おしく、短い期間でしたがとても幸せなひと

ときを過ごせました。小さな口から飛び出す熊本弁は、ただただ可愛いらしかったです。

お土産の熊本名物馬刺しは大変美味しかったです！

今度は私が姪っ子に会いに、熊本へ行きたいと思います。� （H・W）

その

82ひふの話
市川 雅子（皮膚科医師）

お知らせ

日時：令和7年6月5日（木）14時～
講師：病院長　青木 信彦
会場：病院２F会議室

開催日：令和7年　5/21、6/18、7/16、8/20
　　　　毎月第3水曜日　午後14時～午後16時
場　所：２F会議室

～人生の軟着陸（なんちゃくりく）～
数え切れない “死” と向かい合ってきた医師の確信
●苦しむことのない人生の終わり方
●皆から「良かったね」と言ってもらえる人生の終わり方

美味しい飲み物
お菓子（クッキー）

6月の健康公開講座 ベトcafé 再開のお知らせ
参加
無料

第1部　あおき院長の講演
20分（濃厚な）

第2部　皆さんからのご質問
10分

　　　　合計　30分程度

・コーヒー
・エスプレッソ
・カフェオレ
・紅茶
・レモンティ

・ミルクティ
・ふわラテ
・緑茶
・昆布茶
・梅昆布茶

参 加 費
￥100（クッキー+飲み物）


